
- 1 - 

 

 
 

県西地域活性化プロジェクトの取組状況 
 
・[ ]内は実施年度 

(本プロジェクトの策定(H26年度)以前から実施されている取組も[H26-]と記載) 

 
■未病がわかる 

① 「未病がわかる」情報発信プロジェクト 

今年度までの実施内容 来年度の予定 

・広報普及啓発の継続的展開､新たなホー

ムページ作成･運営、未病いやしの里の

駅の登録拡大(213施設)[H26-R1] 

・漢方医学における未病の学習システムの

構築[H26-28] 

・地域交流イベント(R1:19回)や未病いや

しの里「集いの駅」(10施設)における未

病チェックシートの活用・普及など未病

を改善する取組みの情報発信[H26-R1] 

・県西リハビリフェスタでの「未病改善と

健康寿命延伸」に関する講演[H27-R1] 

・ME-BYOサミット神奈川2019の実施、未病

月間の推進、未病コンセプト及び未病産

業の普及推進[H27-R1] 

・県西未病観光コンシェルジュの育成に向

けた教材開発と講座の開催(延べ1,370

人)[H27-R1] 

・「未病女子いやしのセミナー」(小田原

市、大井町、山北町、箱根町)の実施

[H28-29] 

・未病改善プロモーション未病改善ＰＲ動

画「ライフスタイル・パンデミック」の

映画館での上映[R1]  

・未病改善プロモーション(アンケート・

助言等) の実施[R1]  

・県西版ＤＭＯと連携した「未病いやしの

里の駅」ＰＲ映像等(115施設分)の制

作・発信[H28] 

・「未病いやしの里の駅」の利用促進を図

るクーポン券付きリーフレットの配布

[R1] 

・大学と連携した「未病に係わる観光体

・未病いやしの里の駅の登録拡大、ホーム

ページを活用した情報発信、地域交流イ

ベントとの連携推進《未病いやしの里づ

くり推進費1,917万円、県西地域情報発

信サイト運営費180万円》 

・ME-BYOシンポジウムの実施、未病コンセ

プトの普及と未病産業の創出拡大 

・大学と連携した取組みの企画・推進《県

西地域大学連携事業費300万円》 

・市町未病センターにおける企業による健

康支援プログラムの実施支援 

・未病改善プロモーション未病改善ＰＲ動

画「ライフスタイル・パンデミック」の

映画館での上映  

・未病改善プロモーション(アンケート・

助言等) の実施 

・未病の改善講座の実施(南足柄市) 

・「やまきた健康スポーツ大会」における

未病のＰＲ(山北町) 

・未病の認知度向上のためのフリーペーパ

ーの発行(湯河原町) 

・タイ王国内における未病の周知活動(湯

河原町) 

参考資料 



- 2 - 

 

験」(動画33本)の情報発信(東海大

学)[H28] 

・横浜銀行と神奈川県が連携し、「未病を

改善する」取組みの情報発信を開始

[H29] 

・大学と連携した女性の未病改善につなが

る講座の実施(横浜薬科大学)[H29] 

・足柄上病院「未病講座」の開催[H28-

29]・「未病の改善」講座の実施(南足柄

市)[H29-30] 

・「美・緑なかいフェスティバル」におけ

る未病ＰＲ事業の実施(中井町)[H27-R1] 

・未病月間等推進事業補助金を活用した

「やまきた健康スポーツ大会」における

未病のＰＲ(山北町)[H28-R1] 

・未病の認知度向上のためのフリーペーパ

ーの発行(湯河原町)[H29-R1] 

・タイ王国の首長等へ未病改善の取組みに

ついての研修会を実施(湯河原町)[R1] 

 

②「未病がわかる」拠点形成プロジェクト 

今年度までの実施内容 来年度の予定 

・未病バレー「ビオトピア」の提案募集と

最優秀提案の決定、me-byoエクスプラザ

の設計・制作・設置、運営[H27-R1] 

・未病バレー「ビオトピア」を広くＰＲす

るイベント「ME-BYOフェスタ」等の開催

[H28-R1] 

・県西地域内の拠点施設のネットワーク化

に向けた調査[H28] 

・県西地域における未病センター設置の認

証13箇所(㈱カーブスジャパン(小田原

市)、(学)国際学園(箱根町)、小田原

市、南足柄市、中井町、大井町、松田

町、山北町、開成町、箱根町、湯河原

町、me-byoエクスプラザ)[H27-R1] 

・未病センター等を活用したライフスタイ

ルの見直しの動機付け(2市8町)[H29-R1] 

・未病バレー「ビオトピア」への玄関口の

一つとなる新松田駅周辺エリアのポテン

シャル及び県西地域波及効果の可能性調

査(松田町)[H28] 

・未病バレー「ビオトピア」におけるme-

byoエクスプラザの運営《未病バレー

「ビオトピア」県展示スペース運営事業

費4,662万円》 

・未病バレー「ビオトピア」を広くＰＲす

るイベント等の開催 

・未病センター設置の認証 

・未病センター等を活用したライフスタイ

ルの見直しの動機付け(2市8町) 

・県西地域のネットワーク化に向けた新松

田駅周辺エリアの整備(松田町) 

・既存施設を活用した未病改善、国際交流

拠点(仮称：WeaveMatsuda)整備を通じた

地域活性化及び外国人材によるインバウ

ンド等の環境整備促進(松田町) 

・未病センター「健康ステーション」を拠

点とした健康教育イベントの実施(山北

町) 

・未病いやしの里の駅である「瀬戸屋敷」

の機能強化を通じた地域活性化(開成町) 
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・県西地域のネットワーク化に向けた新松

田駅周辺エリアのあるべき姿の構想、計

画等(松田町)[H29] 

・県西地域のネットワーク化に向けた新松

田駅周辺エリアの整備(松田町)[H30-R1] 

・織りなす柄が新たな絆を創出する「仮

称：WEAVEMATSUDA」整備～文化・スポー

ツ・未病改善・国際交流機能を有した複

合施設へのリノベーションによる賑わい

ある広域拠点づくり～(松田町)[H28-R1] 

・既存施設を活用した未病改善、国際交流

拠点(仮称：WeaveMatsuda)整備を通じた

地域活性化及び外国人材によるインバウ

ンド等の環境整備促進(松田町)[H29-R1] 

・県西地域のネットワーク化に向けた新松

田駅周辺エリア多言語案内等の整備(松

田町)[R1] 

・未病センター「健康ステーション」を拠

点とした健康教育イベントの実施[H27-

R1](山北町) 

・未病いやしの里の駅である「瀬戸屋敷」

の機能強化(開成町)[H28-R1] 

・大学と連携した取組みの企画・推進《県

西地域大学連携事業費300万円(再掲)》 

 

 

■未病を改善する 

③「健康食生活」実践プロジェクト 

今年度までの実施内容 来年度の予定 

・医食農同源に係るＰＲ、研究会の開催

[H26-29] 

・未病チェックシートを活用した食の提供

事業の実施、薬膳をＰＲするパンフレッ

トの作成[H26-R1] 

・未病いやしの里「食の駅」(101施設)に

よる普及・広報の展開[H26-R1] 

・未病チェックシートの多言語化[H27] 

・水産市場夕市の開催[H27-28] 

・「北条一本抜器(カマスの調理を簡単に

する器具)」を使った地場産のカマスの

調理・食機会の提供[H27-28] 

・「未病女子いやしのセミナー」における

ご当地弁当等の提供・ＰＲ[H28-29] 

・大学と連携した乳幼児とその家族に対す

る未病を改善する食育の推進(小田原短

・未病チェックシートを活用した食の提供

事業の継続実施《未病いやしの里づくり

推進費1,917万円(再掲)》 

・未病いやしの里「食の駅」による普及・

広報の展開 

・大学と連携した取組みの企画・推進《県

西地域大学連携事業費300万円(再掲)》 

・民間企業等による取組みの支援《県西地

域未病資源活用促進事業費100万円》 
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期大学)[H28] 

・大学と連携した未病の改善を目的とする

レシピ開発と地域への提案(小田原短期

大学)[H29] 

・大学と連携した発酵についての講座の実

施及び地域資源と発酵技術を活用した商

品開発(東京農業大学)[H29-30] 

・下中玉ねぎと自然薯を活用した健康志向

の 新 商 品 開 発 ( ㈱ 田 代 吉 右 衛 門 本

店)[H29] 

・ご当地無塩味噌風味調味料の開発・販売

(㈲オトコーポレーション)[H30] 

・個食用ご当地味噌汁の開発(㈲オトコー

ポレーション)[R1]  

・ 麹等を使用した発酵食品の開発(㈱瀬戸

酒造店)[R1]  

・中高年層の未病改善を目的とした食育プ

ログラムの開発と実践(小田原短期大

学)[H30] 

・ME-BYO改善のための科学的根拠に基づく

食の提案(東海大学)[H30] 

・大学と連携した未病改善プログラムの開

発とイベントの実施(東海大学)[R1] 

・大学と連携した無塩梅干しの生産(昭和

薬科大学)[R1] 

・民間との協働による適塩メニューの開発

(小田原市)[H29-30] 

・里都まち交流拠点グランドオープンと併

せた「なかい里都まちＣＡＦＥ」の「食

の駅」への登録(中井町)[H30] 

 

④薬用植物等利活用促進プロジェクト 

今年度までの実施内容 来年度の予定 

・有識者の検討会において、普及可能な薬

用植物等を選定[H26-27] 

・薬膳料理教室やレシピコンテストの実

施、レシピ集の作成・配布[H27] 

・高ポリフェノール食材の活用(富士フイ

ルム㈱)[H27-28] 

・大学と連携した柑橘類の機能性の実証

(横浜薬科大学)[H28] 

・薬膳料理用農産物の試験ほ場等における

・薬膳料理用農産物の試験ほ場等における

実証栽培《薬膳料理用農産物実証栽培事

業費200万円》 

・大学と連携した取組みの企画・推進《県

西地域大学連携事業費300万円(再掲)》 

・民間企業等による取組みの支援《県西地

域未病資源活用促進事業費100万円(再

掲)》 
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実証栽培[H28-R1] 

・薬膳に活用できる地元農産物のＰＲイベ

ントの開催[R1] 

・下中玉ねぎと自然薯を活用した健康志向

の新商品開発(㈱田代吉右衛門本店)≪再

掲≫[H29] 

・丸太の森における薬草栽培、薬草教室の

実施(南足柄市)[H27-28] 

・大学と連携した青ミカンの未病改善効果

の解明と普及(東海大学)[R1] 

 

⑤特色ある農林水産物の新商品開発プロジェクト 

今年度までの実施内容 来年度の予定 

・足柄茶を原料にした新商品のほうじ茶、

紅茶の開発・発売[H26-27] 

・手軽に食べられる水産加工品の開発・普

及・広報[H27-R1] 

・６次産業化に向けた新商品開発(サラダ

弁当、フルーツジュレ等)を支援[H27-

R1] 

・柑橘類等を素材にしたフローラルウォー

ターの製作・販売[H27-28] 

・大学と連携した柑橘類の機能性の実証

(横浜薬科大学)≪再掲≫[H28] 

・県西地域の農産物を活用した未病を改善

する商品開発[H29-R1] 

・大学と連携した発酵についての講座の実

施及び地域資源と発酵技術を活用した商

品開発(東京農業大学)≪再掲≫[H29-30] 

・市町における商品開発等の促進(2市8

町)[H26-R1] 

・道の駅における地域資源を活用した新た

な特産品開発の検討(南足柄市)[H27-29] 

・農産物(フェイジョア)の生産量向上と6

次産業による新たな商品開発(大井

町)[H29] 

・オリーブの栽培及び加工食品開発の促進

(山北町)[H26-R1] 

・６次産業化に向けた柑橘、オリーブ等の

新商品開発の支援 

・手軽に食べられる水産加工品の開発・普

及・広報 

・市町における商品開発等の促進(2市8町) 

・道の駅における地域資源を活用した新た

な特産品開発の検討(南足柄市) 

・農産物(フェイジョア)の生産量向上と6

次産業による新たな商品開発(大井町) 

・次期計画に基づくオリーブの栽培及び加

工食品開発の促進(山北町) 

・大学と連携した取組みの企画・推進《県

西地域大学連携事業費300万円(再掲)》 
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⑥農林水産物の販売促進プロジェクト 

今年度までの実施内容 来年度の予定 

・水産物等のブランド化の推進、消費拡大

に向けたイベント等の実施[H26-R1] 

・湘南ゴールド等の販路拡大の支援[H26-

R1] 

・農産物の新たなブランドモデルの構築

[H26-27] 

・生産者と消費者を結びつける流通ネット

ワークの構築[H26-27] 

・水産市場夕市の開催≪再掲≫[H27-28] 

・県西地域産農産物の販売促進ツールの作

成、試食イベントの実施[H28] 

・大学と連携して地域の農産物を活用した

食の魅力づくりを推進(昭和女子大

学)[H27] 

・県西地域で栽培されるレモンのブランド

化の推進、消費拡大に向けたイベント等

の実施[H29-R1] 

・下中玉ねぎと自然薯を活用した健康志向

の新商品開発(㈱田代吉右衛門本店)≪再

掲≫[H29] 

・地酒風呂の活用を通じた地産池消の推進

(大井町商工振興会)[H29] 

・みかんを中心とした農産物を活用した新

商品の開発(あきさわ園)[H30] 

・地元特産品のブランド化及び地場産業の

自走化支援(小田原市)[H29-R1] 

・道の駅における農産物の出荷･販売手法･

ルールの検討(南足柄市)[H27-29] 

・真鶴港の拠点となる里海BASEの整備・活

用(真鶴町)[H26] 

・水産物等のブランド化の推進、消費拡大

に向けたイベント等の実施[R2-6] 

・湘南ゴールド等の販路拡大の支援 

・県西地域で栽培されるレモンのブランド

化の推進、消費拡大に向けたイベント等

の実施 

・真鶴港エリアの活性化の拠点となる里海

BASEの活用(真鶴町) 

・大学と連携した取組みの企画・推進《県

西地域大学連携事業費300万円(再掲)》 

・民間企業等による取組みの支援《県西地

域未病資源活用促進事業費100万円(再

掲)》 

 

 

⑦農林水産業の基盤強化プロジェクト 

今年度までの実施内容 来年度の予定 

・小田原漁港等の整備[H26-R1] 

・農地中間管理機構の整備、農地中間管理

事業の推進[H26-R1] 

・鳥獣被害対策の推進[H26-R1] 

・南足柄市内山地区ほ場整備の推進[H27-

R1] 

・シニア人材を活用した耕作放棄地の開

・小田原漁港等の整備《小田原特定漁港漁

場整備事業費4億0,100万円》 

・農地中間管理事業の推進《農地中間管理

機構事業推進費補助4,628万円》 

・鳥獣被害対策の推進 

・南足柄市内山地区ほ場整備の推進《県営

ほ場整備事業費1億5,000万円》 
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墾・整備[H27-28] 

・大学と連携した耕作放棄地の整備及びレ

モンの試行的植樹(慶應義塾大学)[H29] 

・道の駅における新たな担い手の育成に向

け た 農 業 振 興 方 策 の 検 討 ( 南 足 柄

市)[H27-29] 

・オリーブの加工委託先のルート確保(山

北町)[R1] 

・道の駅での販路拡大や６次産業化推進に

おける農業振興(南足柄市) 

・オリーブの加工委託先のルート確保(山

北町) 

・大学と連携した取組みの企画・推進《県

西地域大学連携事業費300万円(再掲)》 

 

 

⑧楽しく歩く地域づくりプロジェクト 

今年度までの実施内容 来年度の予定 

・東海道ウォーキングの推進[H26-27] 

・多様なニーズに対応できるウォーキング

コースの検討、マップの作成(82コー

ス)[H26-R1] 

・ウォーキングコースの整備推進[H27] 

・ウォーキングイベントの開催(小田原

市)[H29-R1] 

・アプリケーションの開発と運用(南足柄

市)[H26-30] 

・丸太の森における散策道の整備(南足柄

市)[H27-28] 

・丸太の森におけるノルディックウォーキ

ングの開催(南足柄市)[H29-30] 

・里都まちスポーツイベント「ノルディッ

ク・ウォーク」の開催(中井町)[H29] 

・ノルディック・ウォークの普及促進(中

井町)[H30-R1] 

・散策MAP「中井遊歩」の電子化(中井

町)[H30] 

・散策MAP「中井遊歩」活用による周遊促

進(中井町)[R1] 

・ポールウォーキングの普及促進(山北

町)[H29-R1] 

・ポールウォーキング自主サークル立ち上

げに向けた調整[R1](山北町) 

・新たなウォーキングコースやマップを活

用したイベント等の検討 

・ウォーキングイベントの開催(小田原市) 

・アプリケーションの運用(南足柄市) 

・ノルディック・ウォークの普及促進(中

井町) 

・散策MAP「中井遊歩」活用による周遊促

進(中井町) 

・未病改善・環境保全ハイキングイベント

の開催(松田町) 

・ポールウォーキングの普及促進(山北町) 

・ポールウォーキング自主サークルの活動

支援(山北町) 

・大学と連携した取組みの企画・推進《県

西地域大学連携事業費300万円(再掲)》 

 

 

⑨スポーツ普及促進プロジェクト 

今年度までの実施内容 来年度の予定 

・チャレンジデーへの参加による住民のス

ポーツへの参加意識の醸成[H26-R1] 

・東京2020オリンピック・パラリンピック

競技大会に向けた連携 
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・山北つぶらの公園、おだわら諏訪の原公

園、恩賜箱根公園の整備推進等[H26-R1] 

・パークゴルフ初心者講習会の開催、普及

啓発リーフレットの作成[H26] 

・未病いやしの里「運動の駅」(37施設)に

よる普及・広報の展開[H26-R1] 

・東京2020オリンピック・パラリンピック

競技大会の事前キャンプについて、県及

び10市３町６団体が21カ国(21件)と協定

等を締結[H27-R1] 

・誰もがスポーツをする、観る、支える

「かながわパラスポーツ」の普及推進

[H27-R1] 

・県内の市町村、関係団体・機関等が一体

となって、ラグビーワールドカップ2019

™及び東京2020オリンピック・パラリン

ピック競技大会の機運醸成等の取組みを

推進する組織「ラグビー・オリパラ神奈

川応援団」を設置[H28] 

・ラグビーワールドカップ2019™、東京

2020オリンピック・パラリンピック競技

大会に向けた連携[H29-R1] 

・小田原みなとまつりにおいて、セーリン

グキャラバンを実施[H30-R1] 

・美・緑なかいフェスティバルにおいて、

セーリングキャラバンを実施[H30-R1] 

・ラグビーワールドカップ2019™、東京

2020オリンピック・パラリンピック競技

大会の機運醸成等に資する事業を実施す

る市町村(政令市を除く)に対して補助

[H30-R1] 

・小学生向けの訪問教室など、セーリング

の魅力を実感できる取組みの実施[R1] 

・ねんりんピックかながわ2021における交

流大会開催等の準備事業を実施する市町

村に対して補助[R1]  

・県西地域在住高齢者に対する抗酸化陶板

浴と運動を活用した「未病の改善」への

取組(㈱ダイナシティ)[H29] 

・里山や地域材等の魅力を活用したサイク

ル ス ポ ー ツ の 普 及 促 進 ( ㈱ T-

FORESTRY)[H29] 

・チャレンジデーへの参加による住民のス

ポーツへの参加意識の醸成 

・誰もがスポーツをする、観る、支える

「かながわパラスポーツ」の普及推進 

・東京2020オリンピック・パラリンピック

競技大会の機運醸成等に資する事業を実

施する市町村(政令市を除く)に対して補

助 

・小学生向けの訪問教室、船上からのレー

ス観戦や海上体験会など、セーリングの

魅力を実感できる取組みの実施 

・オリンピック聖火リレーを実施 

 

・パラリンピック聖火フェスティバルを全

市町村と連携して、実施 

・パラリンピック期間にライブサイトを実

施 

・パラリンピック期間のライブサイトにお

いて、会場装飾等を実施 

・ねんりんピックかながわ2021における交

流大会開催等の準備事業を実施する市町

村が設置する市町村実行委員会に対して

補助  

・山北つぶらの公園、おだわら諏訪の原公

園、恩賜箱根公園の整備推進等 

・未病いやしの里「運動の駅」による普

及・広報の展開 

・スポーツ振興を通じた「交流」の創出と

地域活性化(小田原市) 

・なかい健康スポ・レク祭の開催(中井町) 

・未病改善に向けたスポーツイベント開催

(大井町、湯河原町) 

・パークゴルフ普及推進事業(山北町) 

・やまきた健康スポーツ大会の開催(山北

町) 

・全国的なスポーツイベントの開催(カヌ

ーマラソンIN丹沢湖、丹沢湖ハーフマラ

ソン)(山北町) 

・健康福祉センター(さくらの湯)を拠点と

したランニングポイントサービスの実施

(山北町) 

・未病見える化コーナーを活用した運動推
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・スポーツ振興を通じた「交流」の創出と

地域活性化(小田原市)[H29-R1] 

・「市民パークゴルフ大会」の開催(南足

柄市)[H26-30] 

・なかい健康スポ・レク祭の開催(中井

町)[H26-R1] 

・未病改善に向けたスポーツイベント開催

(大井町、湯河原町)[H28-R1] 

・ パ ー ク ゴ ル フ 普 及 推 進 事 業 ( 山 北

町)[H26-R1] 

・全国的なスポーツイベントの開催(カヌ

ーマラソンIN丹沢湖、丹沢湖ハーフマラ

ソン)(山北町)[H26-R1] 

・やまきた健康スポーツ大会の開催(山北

町)[H26-R1] 

・健康福祉センター(さくらの湯)を拠点と

したランニングポイントサービスの実施

(山北町)[H29-R1] 

・通信機能付き活動量計や体組成計を活用

したカラダの状態の見える化システムの

整備・活用(開成町)[H28-29] 

・スポーツ実践を支援するためのスポーツ

講座の実施(開成町)[H28] 

・未病見える化コーナーを活用した運動推

進事業(測定結果を踏まえた運動指導)の

展開(開成町)[R1] 

・水泳教室の実施(箱根町)[H28-R1] 

・健康遊具の設置(箱根町)[H29] 

・健康遊具活用プログラムの開発(箱根

町)[H30] 

・水中運動プログラムの開発(箱根町)[R1] 

・ ME-BYO 対 策 健 康 遊 具 整 備 ( 湯 河 原

町)[H28-30] 

進事業(測定結果を踏まえた運動指導)の

展開(開成町) 

・水泳教室の実施(箱根町) 

・健康遊具活用普及(箱根町) 

・大学と連携した取組みの企画・推進《県

西地域大学連携事業費300万円(再掲)》 

・民間企業等による取組みの支援《県西地

域未病資源活用促進事業費100万円(再

掲)》 

 

 

 

⑩農と結びついたくらしの提案プロジェクト 

今年度までの実施内容 来年度の予定 

・都市住民が気軽に「農」を体験できるサ

ポート付き農園の設置準備・開設・運営

[H26-R1] 

・シニア人材を活用した耕作放棄地の開

墾・整備≪再掲≫[H27-28] 

・地域内の市民農園に係るプロモーション

・サポート付き農園の運営 

・地域内の市民農園に係るプロモーション 

・定年帰農者を雇用した法人等への補助

(小田原市) 

・食と農業体験交流(民泊)の促進(大井町) 

・大学と連携した取組みの企画・推進《県
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[H28-R1] 

・大学と連携した「農家高齢者の未病改

善」を目指す滞在型農業体験事業(横浜

国立大学)[H29] 

・農地を活用した未病改善を目的とするソ

フト開発及び提供(㈱アグサ)[H30] 

・農村体験及び地産食体験を通した社会参

加による未病改善(東海大学)[H30] 

・大学と連携した農村民泊プログラムの共

創(東海大学)[R1] 

・新規就農者、定年帰農者を雇用した法人

等への補助(小田原市)[H29-R1] 

・農泊セミナーの開催など農泊事業の推進

(南足柄市)[H30] 

・食と農業体験交流(民泊)の促進(大井

町)[H29-R1] 

西地域大学連携事業費300万円(再掲)》 

・民間企業等による取組みの支援《県西地

域未病資源活用促進事業費100万円(再

掲)》 

 

 

⑪温泉の魅力アピールプロジェクト 

今年度までの実施内容 来年度の予定 

・分かりやすい温泉表示手法の作成･掲

出、温泉の効能等の情報発信の推進

[H26-29] 

・未病いやしの里「湯の駅」(43施設)によ

る普及・広報の展開[H26-R1] 

・「かながわ女性の健康・未病フェアINえ

びな2017」での、女性の未病改善と温泉

をテーマにしたセミナーで「未病女子カ

ラダのめぐり改善プチ旅」リーフレット

を受講者へ配布[H28] 

・国民保養温泉地の指定(芦之湯温泉)(箱

根町)[H27] 

・国民保養温泉地における温泉利用プログ

ラムの実施(箱根町)[H30-R1] 

・ 温 泉 泥 及 び 薬 膳 食 の 開 発 ( 湯 河 原

町)[H26] 

・地域資源を活用した現代版湯治プランの開

発(湯河原町)[H27-28] 

・温泉泥を活用した未病改善ツーリズムの

推進(湯河原町)[H29-30] 

・未病いやしの里「湯の駅」による普及・

広報の展開 

・国民保養温泉地における温泉利用プログ

ラムの事業展開(箱根町) 

・大学と連携した取組みの企画・推進《県

西地域大学連携事業費300万円(再掲)》 
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⑫森林の活用促進プロジェクト 

今年度までの実施内容 来年度の予定 

・未病いやしの里「森の駅」(26施設)によ

る普及・広報の展開[H26-R1] 

・大学との連携による森林資源を活用した

交流イベントの開催(横浜国立大学大学

院)[H27] 

・県職員を対象とした「森林を活用した未

病対策～ストレスを抱える人のメンタル

ヘルスケア～」事業の実施[H28] 

・里山や地域材等の魅力を活用したサイク

ルスポーツの普及促進(㈱T-FORESTRY)≪

再掲≫[H29] 

・森の駅「丸太の森」の癒しのエリアの整

備(南足柄市)[H27-28] 

・森の駅「丸太の森」を活用したヨガ体験

教室の開催(南足柄市)[H28-30] 

・やまなみ五湖水源地域交流の里づくり計

画に基づく川崎市との水源交流事業(山

北町)[H26-R1] 

・水源地域交流の里事業による、上下流自

治体間交流事業等の実施(山北町)[H26-

R1] 

・新たな森林セラピーコースの調査検討及

び設定(山北町)[H29-R1] 

・森林セラピー事業の展開に向けた散策道

の整備による森林浴セラピーの促進(山

北町、箱根町)[H26-R1] 

・はこじょ
．．．．

による森をフィールドにした未

病の普及啓発(箱根町)[H27-28] 

・「未病いやしの里の駅(森のふれあい

館)」での森林セラピー基地としての機

能強化(箱根町)[H28-R1] 

・森林セラピー基地の魅力向上(箱根

町)[H30-R1] 

・魚つき林のアピールと森の駅‐ケープ真

鶴の再生(真鶴町)[H27-28] 

・「お林ステーション」の施設内の充実及

び 「 お 林 保 全 方 針 」 の 策 定 ( 真 鶴

町)[H27-R1] 

・未病いやしの里「森の駅」による普及・

広報の展開 

・森の駅「丸太の森」を活用したヨガ体験

教室の開催(南足柄市) 

・やまなみ五湖水源地域交流の里づくり計

画に基づく川崎市との水源交流事業(山

北町) 

・水源地域交流の里事業による、上下流自

治体間交流事業等の実施(山北町) 

・森林セラピー基地の魅力向上(山北町、

箱根町) 

・「未病いやしの里の駅(森のふれあい

館)」での森林セラピー基地としての魅

力向上(箱根町) 

・「お林ステーション」の機能向上及びお

お林のルールづくり、保全活動、積極的

活用の検討(真鶴町) 

・大学と連携した取組みの企画・推進《県

西地域大学連携事業費300万円(再掲)》 

・民間企業等による取組みの支援《県西地

域未病資源活用促進事業費100万円(再

掲)》 
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■未病でつなぐ地域の活性化 

⑬産業の集積促進プロジェクト 

今年度までの実施内容 来年度の予定 

・未病産業の普及推進[H26-30] 

・植物工場を拠点とした地域活性化モデル

事業の実施[H26-H27] 

・環境影響評価の面積要件等の規制を緩和

[H26] 

・未病バレー「ビオトピア」における未病

関係企業への施設紹介[H30-R1] 

・農作業受託企業と農家とのコーディネー

ト[H27-29] 

・平山工業用地及び丸山地区への企業誘致

促進(山北町)[H26-R1] 

・未病産業の市場拡大 

・未病バレー「ビオトピア」を拠点とした

新たな展開の検討 

・大学と連携した取組みの企画・推進《県

西地域大学連携事業費300万円(再掲)》 

 

 

⑭地域の魅力を体感する観光開発プロジェクト 

今年度までの実施内容 来年度の予定 

・韓国の著名漫画家や駐日大使館の外交官

などを対象にしたモニターツアーの実施

[H26-27] 

・洒水の滝遊歩道整備に向けた検討、設計

業務、許認可手続(県企業庁、山北

町)[H26-R1] 

・「未病を改善する」ツーリズムに係る検

討推進体制の構築、モデルツアー等の企

画及び実施[H26-28] 

・コミュニティサイクルの導入・運営(13

箇所)[H27-R1] 

・大学と連携した新たなツーリズム等の企

画・推進(神奈川工科大学、帝京大学、

東海大学)[H27] 

・バイクラックや工具を備えた「自転車の

駅」(55施設)の設置、運営[H27-R1] 

・道の駅の運営体制の確立に向けた検討(南

足柄市)[H27-30] 

・「(仮称)道の駅金太郎のふる里」整備

(南足柄市)[H30-R1] 

・新たな「着地型旅行商品」の展開(小田原箱

根商工会議所)[H27-28] 

・「未病女子カラダのめぐり改善プチ旅」

リーフレットの作成・配付[H28-29] 

・大学と連携した「未病に係わる観光体

・コミュニティサイクルの運営 

・「自転車の駅」の運営 

・大学と連携した取組みの企画・推進《県

西地域大学連携事業費300万円(再掲)》 

・地域資源のネットワーク化《県西地域ネ

ットワーク強化推進事業費166万円》 

・洒水の滝遊歩道整備《地域振興施設等整

備事業費１億2,400万円》(県企業庁、山

北町) 

・サイクリングロードの活用(小田原市) 

・未病いやしの里の駅登録に向けた「道の

駅」運営(南足柄市) 

・未病観光コンシェルジュの配置による地

域観光資源のＰＲ(大井町) 

・寄ヒーリングビレッジにおける地域資源

のビジネスブランド化促進事業(松田町) 

・ジオガイド養成講座の開催(箱根ジオパ

ーク推進協議会) 
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験」の情報発信(東海大学)≪再掲≫

[H28] 

・外国人をターゲットとした「未病を改善

する」モデルツアーの造成、実施[H28] 

・大学と連携した未病改善につながる観光

の実証体験およびモデルプラン提案(東

海大学)[H29] 

・県西地域の「未病を改善する」拠点の連

携による誘客促進事業の実施[H29-R1] 

・大学と連携した農村民泊プログラムの共

創(東海大学)≪再掲≫[R1] 

・サイクリングロードの整備[H29、R1]・

活用[H30](小田原市) 

・夕日の滝つぼまでつながる遊歩道の整備

(南足柄市)[H28] 

・町ブランドの認知向上を図る中井の魅力

体験ツアーの実施(中井町)[H30] 

・未病観光コンシェルジュの配置による地

域観光資源のＰＲ(大井町)[H29-30] 

・ジオパークの要素を取り入れたアプリ開

発(箱根町)[H28] 

・地域資源を活用した現代版プランの開発

(湯河原町)≪再掲≫[H27-28] 

・温泉泥を活用した未病改善ツーリズムの

推進(湯河原町)≪再掲≫[H29-30] 

・(仮称)ゆがわら道の駅における地域資源

の活性化と未病の情報発信(湯河原

町)[H29-30] 

・ジオガイド養成講座の開催(箱根ジオパ

ーク推進協議会)[H29-R1] 

・ジオアプリを活用したジオツアーの企

画、準備(箱根ジオパーク推進協議

会)[H29-30] 

 

⑮新たなまちの形成促進プロジェクト 

今年度までの実施内容 来年度の予定 

・ME-BYOタウンの形成に向けた調査[H26-

29] 

・湯河原町における研究開発プロジェクト

「未病に取り組む多世代共創コミュニテ

ィの形成と有効性検証」の推進(慶応義

塾大)(湯河原町)[H26-R1] 

・湯河原町における研究開発プロジェクト

「未病に取り組む多世代共創コミュニテ

ィの形成と有効性検証」の推進(慶応義

塾大)(湯河原町) 

・大学と連携した取組みの企画・推進《県

西地域大学連携事業費300万円(再掲)》 



- 14 - 

 

・横浜銀行と市町が連携し、「未病の改

善」につながる金融商品の取扱いを実施 

[H28-29] 

・大学と連携したSDGsの取組みを未病改善

と地域魅力向上に繋げる事業の実施(横

浜国立大学)[R1] 

・民間企業等による取組みの支援《県西地

域未病資源活用促進事業費100万円(再

掲)》 

 

⑯まちをつなげる交通ネットワーク整備推進プロジェクト 

今年度までの実施内容 来年度の予定 

・西湘バイパス西側の小田原箱根道路の４

車線化[H26] 

・新東名高速道路の整備の促進[H26-R1] 

・新東名高速道路(仮称)山北スマートＩＣ

採択(山北町)[H26] 

・新東名高速道路(仮称)山北スマートＩＣ

の整備推進(山北町)[H26-R1] 

・南箱道路、広域農道小田原湯河原線など

地域交通ネットワークの形成に向けた整

備の推進[H26-R1] 

・新東名高速道路の整備の促進 

・南箱道路、都市計画道路穴部国府津線、

広域農道小田原湯河原線など地域交通ネ

ットワークの形成に向けた整備の推進

《地域交通ネットワーク44億638万円》 

・新東名高速道路(仮称)山北スマートＩＣ

の整備推進(山北町) 

・大学と連携した取組みの企画・推進《県

西地域大学連携事業費300万円(再掲)》 

 


